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Vasuki-puranaのJimutavahana物 語

柴 崎 麻 穂

Jimutavahana(J)物 語 は,Vidyadhara族 の 王子Jが 一匹の蛇の 身代 わ り と

な って,ガ ル ダに 自らを施身す る経緯 を メィ ンテーマ とす る物語であ る。J物 語

はBrhatkatha(BK)系 の 説話集 をは じめ,HarsaのNaganandaな ど に採用 され

ている1)。 現存J物 語諸本の半数以上が北 イ ン ドに由来 している。

本稿 では,J物 語 の変遷 の考察の一環 として,従 来 のJ物 語研究2)で 扱われ る こ

とのなか ったVasuki-purana(VasP)3)のJ物 語 を取 り上げ る。特 にJ物 語研 究の

中核 とな る,BK伝 承 のJ物 語― 本稿 では1081年 に 完成 したKathasaritsagara

(KSS)4.2― との対応比 較を 通 じ て,VasPのJ物 語 が現存J物 語諸本中で如

何 に位 置付げ られ るべ きかについて検 討す る。

VasPは カ シ ミールに伝わ る地方 プラーナで4),Brngisa-samhita所 収 のBh-

uvanakosavarpanodyotaに 属 す るとされ る。A.R.ShastriはVasPを1つ の

写本を も とに校訂 した。現在手 にし得 るのはこの一 冊 の み で あ る。 こ の 写本の

成立年代 について はM.A.Steinのvikrama-samvat1809(A.D.1752)説5)と

A.R.Shastriのvikrama-samvatl807(A.D.1750)説 が あ る。 しか しVasP

分 自体 の成 立に関 しては,現 時点ではほ とんど論 じ られていない。全構成 は,503

詩 節 のslokaよ り な り,そ の うち1-118(全 体 の約4分 の1)がJ物 語,119-503

はNaga族 の 王Vasukiに まつわ る物語 をその内容 とし て い る。119詩 節 以降に

はJは 一度 も登場 し な い。119詩 節 以降の研究については他の機会に譲 り,本 稿

ではJ物 語該 当部分 のみ を扱 うこととす る。

VasPのJ物 語を構成す るモチー フは以下の如 くであ る。J物 語共通 のモチ ー

フ分類 に従 って示す と,-1.Jの 生 い立 ち(VasP2-10),2.困 窮 者 の救済(VasP11―

20),3.王 国 の放棄(VasP21―30),4.Malayavatiと の 結婚(VasP3―106),5.Jの

Garudaへ の施身(―),6.蘇 生(―),7.J,Vidyadharaの 転 輪王に(VasP107-

118)と な る。

このVasPのJ物 語の特徴は次の3点 に集約 し得 る。

第1は,VasPのJ物 語118詩 節 中,1-106ま で がほぼ完全にKSS4.2のJ物
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語(KSS4・2・16-256)の16-121と 対 応 してい る 点。VasPとKSS4 .2を 比 較検討

す ると,両 者が対応 しない部分 はそ の 大半がca,iva,tuな どの接続詞や虚 辞,

あ るいはわずか な単語 の入れ換 えであ り,内 容上 の改変が生 じるよ うな異動は認

め られ ない。 これ はVasPがKSS4.2そ の もの,あ るいはKSS4 .2と 同質 のテ

キス トを参照している ことを示す もの と考え られる。

第2は,VasP106(KSS4.2と 対応する最後の詩節)とVasP独 自のJ物 語の記

述がは じまるVasP107と の 間にス トー リーの断絶が ある点。即 ちVasPはJの

前生物語 の中盤(106)で 話 が途切れ,続 く107で は何 の脈略 もな く突然parvati

が 登 場 し,Vidyadharaの 転 輪王 とな るJに 対 して即位灌頂を行 う場面へ と移行

する。 この よ うなス トー リーの飛躍は,KSS4.2を は じめ他 のJ物 語には認め ら

れ ない。通常 このVidyadharaの 転 輪王 の地位獲得 のモチ ーフは メイソテーマと

な るJの 施身のモチ ーフ(上 掲のモチーフ5,6)を 機 縁 として語 られ る。 こ こに 認

め られ るス トー リーの断絶は,明 らか に106と107が 人 為的操作 に よって結 びつ

け られ た ことを示 している。

第3は,VasP107以 降 でス トー リーが簡略化 してい る 点。最 も特徴的な のは

J物 語の メインモチ ーフであ る,Jの ガル ダへの施身(モ チーフの5,6)が 全 て省

かれてい る こ とで あ る。 この メイソモチ ーフの省略は,先 述 したス トー リーの

断絶を もた らす原因 とな ってい る。Jの 施身譚 はKSS4.2で は33詩 節(KSS4.2.

217-250)を 費 や して説 明され るが,VasPで は110-111の わ ずか2詩 節のJの 台

詞の中で手短か に言及 され る6)。同様 の省略がVasP11?-118に も見 られ る7)。 こ

の簡略化は,VasPの 作 者 が何 らかの理 由でKSS4.2の 後 半部分 と同一 のス トー

リーを改作 した ことを示 してい る とい え よう。

以上,VasPのJ物 語 が様 々な点 でKSS4.2と の 関連を有 している ことが確認

された。いずれ にせ よVasPのJ物 語がKSS4.2の 典 換 であるとは考え られ な

い。む しろ このVasPのJ物 語はKSS4.2の 改 作 と見なして よか ろ う。従 って

VasPのJ物 語 をKSS4.2成 立 以前に位 置付けるA.RShastri説 は 否定せ ざる

を得 ない8)。 これ までの検証 を総合す ると,次 の結論 が導 き出され る。即ち,VasP

の作 者 はVasPを 作成 す る際に,BK伝 承 のJ物 語の一 つ で あ るKSS4.22を

直 接参照 して,J物 語を挿入 した。その際,KSSの テ キス トを粗雑 に扱 ったため

か,VasPのJ物 語 にはテキス ト上 多 くの不備 を生ぜ しめた。KSS4.2を 直 接参

照 してい る点で,VasPはKSS4.2に 大 幅に依存す るJ物 語 と言 え る。特 にス
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トーリーの中心部分となるJの 施身謂以降が著しく簡略化され
,VasPのJ物 語

の構成全般が不均衡なものとなった。VasPのJ物 語部分の成立はKSS4 .2成 立

以降に位置付けられるべきである。また,従 って今後このVasPのJ物 語はJ物

語祖型探求の直接的資料 として考慮すべき必要はない。

最後に,VasPがJ物 語を取 り入れた要因を考察す るに,両 者の主題がいずれ

もNaga族 に関連している点 に あ る と思わ れ る。とい うのもNaga族 の王,
Vasukiを 中心に展開するVasPに とって,結 果的に全Naga族 の救済9)が実現

されるJの ガルダへの施身の物語は非常に効果的に作用す る題材 とな るので あ

る。
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